
公園内で見られる

植物 
 

写真は９月１８日（日） 

自然観察会で見られた 

植物です 

 

コバノガマズミ（ガマズミ属） 

果実／核果。長さ５～７㍉の卵球形で９～１１月に暗赤色に熟す。 

 



 

ツルリンドウ（ツルリンドウ属） 

長さ４０～８０㌢になるつる性の多年草。花期／８～１０月 

 

コウヤボウキ（コウヤボウキ属） 

名前の由来／高野山で、枝をほうきの材料にしたことからついた。 

 



 

ミヤマガマズミ（ガマズミ属） 

葉／対生。葉身は長さ６～１４㌢、幅４～９㌢の倒卵形～広倒卵形。先は急に細くなってとがり、 

基部は広いくさび形～円形～切形 

 

クサギ（クサギ属） 

花／７月下旬～９月、枝先や上部の葉腋から集散花序をだし、芳香のある花を多数つける。花のあと萼は濃紅色 

になり、深裂して星状に開き、中央に果実をのせる。 

 



 

ゲンノショウコウ（フウロウソウ属） 

下痢止めの民間薬として有名で、飲むとすぐに薬効があるというふうによる。 

 

オオバコ（オオバコ属） 

漢方では茎葉を車前草、種子を車前子と呼び、せき止め、去痰などに用いる。 

 



 

キツネノマゴ（キツネノマゴ属） 

道ばたにふつうに見られる高さ１０～４０㌢の１年草。花期／８～１０月 

 

 

ゲンノショウコ（フウロソウ属） 

下痢止めの民間薬として有名で、飲むとすぐに薬効があるということによる。花期／７～１０月 

 



 

ギンリョウソウ（ギンリョウソウ属） 

〈銀竜草／別名ユウレイソウ〉和名は下向きにつくはなとうろこ状の鱗片葉に包まれた姿を竜に見立てたもの。 

    別名は薄暗い林のなかに生えるその様子からつけられた。 

 

 

アクシバ（スノキ属） 

果実／液果。直径７～８㍉の球形で、先端には萼片が残る。８～１０月に赤く熟す。薄甘くて食べられる。 


